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特定非営利活動法人 Annaka ひだまりマルシェ 

第 6 回通常総会 
 日時：2019年 5月 25日（土）14時～17時 

場所：Annakaひだまりマルシェ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

次第 

１． 開会 

２． 議長選出 

３． 議事 

    第１号議案 2018 年度事業報告（3～9P） 

第 2 号議案 2018 年度収支決算報告（10～14P） 

監査報告（15P） 

第 3 号議案 2019 年度事業計画（案）について（16～23P） 

 第 4 号議案 2019 年度社員・役員（案）について（24P） 

    第 5 号議案 2019 年度収支予算（案）について（25P） 

４． 議長解任 

５． その他 

６． 閉会 



特定非営利活動法人 Annakaひだまりマルシェ 

第 6回 通常総会  

2 
Copyright Nonprofit Organization Annaka hidamari marché 

ごあいさつ 

20 世紀を代表する経済学者であるジョン・メイナード・ケインズの考え方のひとつに、「ケインズの美人投票」というものがあるそうです。この美人投票では人々

に「美人だと思う人への投票」に協力を促すのですが、「“優勝した美人”に投票した人に賞金を差し上げます」という条件が付け加えた途端、人々の行動は、自分が

美人だと思う人ではなく、皆が美人だと思いそうな人への投票行動に変わるといいます。つまり「勝ち馬に乗る」心理が働く状態が出来上がるのです。 

そしてこの「ケインズの美人投票」的な状況は、私たちにとっても大変身近な状況であると感じます。今年の春はこの色が流行るからこの色の服を買おう、みんな

が持っているからゲームを子どもに与えよう、このドラマを見ておかないと話題についていけない、など、私たちは「自分が美しい、楽しいと思う」よりも「皆が思

う美しさ、楽しさ」の方に関心を寄せがちで、自分がどう思うのか、どう考えるのか、という自分が主語となる思考から遠のいた暮らしをしてしまっているのではな

いだろうか、と思うのです。 

 

厚生労働省では「我が事・丸ごと 地域共生社会実現本部」を設置しており、この設置の趣旨には以下のように記載されています。（厚労省 HP より転記） 

 『今般、一億総活躍社会づくりが進められる中、福祉分野においても、パラダイムを転換し、福祉は与えるもの、与えられるものといったように、「支え手側」と

「受け手側」に分かれるのではなく、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、公的な福祉サービスと

協働して助け合いながら暮らすことのできる「地域共生社会」を実現する必要がある。 

具体的には、「他人事」になりがちな地域づくりを地域住民が「我が事」として主体的に取り組んでいただく仕組みを作っていくとともに、市町村においては、地

域づくりの取組の支援と、公的な福祉サービスへのつなぎを含めた「丸ごと」の総合相談支援の体制整備を進めていく必要がある。』 

  

「支え手側」と「受け手側」に分かれない、つまり水平な社会とは、2019 年度より始まった“リカバリーカレッジあんなか”の目指す社会像とも重なり、そして、

昨今耳にする機会が多くなった「協働」という言葉とも相通じる部分も多分にあります。 

あなたはどのような社会で暮らしたいですか。私たちは「勝ち馬も負け馬もいない水平な社会」で暮らしたいから、それらを実現する手段としての事業を、ひだま

りマルシェとして今年度も実施していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

2019 年 5 月 25 日 

NPO 法人 Annaka ひだまりマルシェ代表理事 神戸るみ 
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第 1 号議案：2018 年度事業報告（2018年 4月 1日から 2019年 3月 31日まで） 

１ 実施事業の成果及び実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① ファミリー・サポート・センター事業 ： 非収益事業（安中市委託事業） 

【事業概要】 

 ファミリーサポート事業は 2017年度から安中市の委託として事業を行ってきました。昨年度より引き続き開催した 24時間講習では、講習会を開催するこ

とによって、子育て世代や子育てに興味のある方にとってのつながりの場となることも再認識しました。また今年度は子育てフリーペーパーも発刊しました。 

事業名 事業内容 日時 実施場所 
従事者の 

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

ファミリー・ 

サポート・センター 

事業 

子育て世代と子育てを手伝いたいという方

とをつなぐネットワーク的事業。 

通年 原則的に提供会員宅 2 安中市内在住者 

サポート実績 

のべ 157 回 

24 時間講習 

(子育てサポーター 

養成講座) 

子どもと接するにあたり、知っておくと有益

であろう事柄を学ぶ場所・時間・講師を提供

した。全講座を受けた 18 名には最終日に修

了証を授与。託児に関してものべ 17 名の協

力者を得ることができ、そのつながりは以降

のサポート実績にも波及している。 

2018 年  

7 月 4 日 

9 月 4 日 

9 月 22 日 

10 月 17 日 

全 4 日 

安中市文化センター 

（大会議室・視聴覚室・ 

第三学習室・調理室・和室） 

3 安中市及び 

安中市近隣市町村在住

者 

のべ 122 人 

夏休み絵画教室 センターの広報という意味合いも込め、夏休

みの宿題（絵画・ポスター制作）を行う場を

提供した。 

2018 年 

8 月 8 日 

学習の森 （つどいの間） 2 安中市及び安中市近隣

市町村在住者 16 人 

そば打ち体験 センターの広報という意味合いも込め、体験

活動としてにそば打ち体験を行った。 

2018 年 

8 月 9 日 

松井田公民館 味覚房 3 安中市及び安中市近隣

市町村在住者 19 人 
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会員交流会 提供会員限定で集まっていただき、サポート

を行う上での不安・不満などを伺う中で、来

年度の実施体制の見直しを行う機会とした。 

2019 年 

2 月 6 日 

安中文化センター 和室 2 安中市及び安中市近隣

市町村在住者のべ 人 

子育て 

フリーペーパー 

ファミリー・サポート・センターの周知を進

めることを根幹に、現役の母親・父親個人を

大切に考えるものの作成を目指した。 

2019 年 

 3 月 1 日発刊 

NPO 法人 Annaka 

ひだまりマルシェ 等 

1 安中市及び安中市近隣

市町村在住者 

6,000 部発刊 

 

【会員数】※いずれも 2019年 3 月 31 日時の会員数 

依頼会員： 117人 ／ 提供会員： 76人 ／ どっちも会員： 37人 …合計のべ 230人 

 

ファミサポ 24時間講習（子育てサポーター養成講座）          夏休み絵画教室              そば打ち体験 
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【子育てフリーペーパーについて】 

⚫ 制作に至った経緯とその目的 

ありふれて飽和している育児の情報や、決めつけにも似た第三者の言葉にふりまわされ、苦しんでいる現役のお母さんを見て「子育てとは外部からの

情報で、なぜこんなにもお母さん、お父さんが苦しまなくてはいけないのだろうか」と思ったのが第一のきっかけです。 

「親ならこうするべき」「こうしなければ悪い親」という先入観をペーパーからできるだけ排除し、「案外大丈夫だった」「気にすることもなかった」

等や、あるいは「やっぱり言われたとおりだった」「あの時ちゃんと気にしていればよかった」等という生の声を拾い上げ、気軽に自分たちの子育てを

考えるきっかけを与えたく、作成しました。 

また、まだまだ不足していると感じるファミリー・サポート・センターの周知につなげる媒体というものを根幹にしています。 

⚫ 制作の流れ 

5月：企画立案 

8月：アンケート開始・集計 

11月：座談会開催 

3月：創刊号発刊 

 

⚫ 制作をしての感想・次号以降への思い 

フリーペーパー作成のお話を頂いて実際に計画し作成していく中で、「お母さん」というものが 

身近に感じることができました。お子さんを持てばお母さんになるわけではなく、お母さんもひと 

りの女性として不満も不安も持ち、そんな思いと日々肩を並べているということを再認識しました。 

 専門職のフリーライターさんにご協力いただくことでフリーペーパーを企画する段階でも、サイ 

ズ・内容量についてもアドバイスを頂き、目からうろこが落ちました。また、プロの方から編集や 

企画を学ぶことにより、冊子編集の基礎から簡単な応用知識まで、基本的な情報を得ることができ 

ました。 

 創刊号はお母さんに寄り添った内容であったので、次号以降に、お父さんに視点を向けたものを 

作成したいと思っています。次号からも、子育ての情報を改めて提供するものではなく、今子育てをしている方に子育ての固定概念を脱ぎ「クスッ」「ニ

ヤリ」とできる一時を与えるものを目指し作成していこうと思います。 

上毛新聞 2018 年 3 月 26 日掲載 

左：撮影風景 右：座談会の様子 
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② コミュニティ事業 ： 収益事業 

【事業概要】 

2018 年度の課題のうち実施できたものは 8 項目中 5 項目(①のぼり、メニュー看板、カレンダー設置 ②ドリンク付きランチ ③リピーター確保 ④維持

費の確保 ⑤募金百貨店プロジェクト）。課題未達成項目は、土曜営業・売上増・新規顧客獲得の 3つ。土曜営業を開始したものの、ひだまりカフェへのニ

ーズは、平日の昼間が殆どで新規顧客（通りがかりのお客様）も予想以上に少なかったため、中止を決定。また予定していた 2回のイベント出店も取止めた

ため売上増は未達成。新規顧客の獲得も難しかったものの、平日営業のみで目標の店舗維持費を確保し、カフェの体力を知ることが出来たことを実感しまし

た。NPO活動開始時（カフェ開店時）は宣伝・2年目以降は店舗維持費の確保と顧客満足度アップ・周知活動を重点課題としてきたが、それらの内容は 5年で

目標をほぼ達成出来たと感じ、今後は『居場所作り』『困ったときに気軽に立ち寄れる場所』＋『食を通しての社会貢献』を目指して活動する時期と考えま

す。 

 

事業名 事業内容 日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

カフェ ランチ営業 通年  

 

 

NPO 法人 Annaka 

ひだまりマルシェ 

2 のべ 998人 

募金百貨店 弁当及びドリンク 1件につき 10円を群馬県

共同募金会募金百貨店プロジェクトに寄付

し、防災関連事業にお役立ていただく。 

 

通年 

2 のべ 382件 

市民活動支援 あんなか兄弟会・ささえあいカフェの 2 団

体の活動を支援。ケセラセラ主催の講演会

は来年度につながる取り組みとなった。 

あんなか兄弟会：毎月第 2 日曜日 

ささえあいカフェ：偶数月…第 1 木曜日 

         奇数月…第 1 土曜日 

1 のべ約 150 人 

委託販売 

 

地産地消を掲げて活動している団体や就労

施設などの商品や手作り品の委託販売。 

通年 1 のべ 306 件 

5 周年イベント 5 周年イベントとして、絵本作家塚本やすし

さんをお招きしてイベントを、高崎経済大

学が運営する CAFÉ あすなろにて実施した。 

2018 年 

11 月 23 日（金） 

CAFÉ あすなろ 

（高崎市） 

3 20 人 
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        5 周年イベント                                 市民活動支援事業 

（子ども夢基金助成事業として実施）                      （安中市市民活動推進助成事業として開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      講演会でのひとコマ 

                            募金百貨店プロジェクト 
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③ 3.11事業 ： 非収益事業（パルシステム連合助成事業／継続 2年目） 

 群馬県における「放射線の健康への影響に関する有識者会議」は、群馬県では子どもたちの甲状腺検査の必要性はないと結論付けています。しかし、事

故当時の初期被曝線量が分からないことに加え、放射線の健康への影響は実効線量への換算係数が ICRP基準と ECRR基準が異なるように、社会的立場によ

ってその評価が異なるあくまでも推定値であるという 2点において、現段階では群馬県において甲状腺検査が必要である、または必要ではないといういず

れの断定もできる段階ではないとの考えの下、2017年度に引き続き甲状腺エコー検査事業及び土壌測定事業を実施いたしました。 

事業名 事業内容 日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

小児甲状腺 

エコー検査事業 

ポータブルエコー機器による甲状腺エコー

出張検査を実施しました。 

また年度末には、１年間の検査結果について

広く一般の方と共有する場である報告会を

開催し、基調講演講師として一般社団法人南

相馬農地再生協議会代表の杉内清繁さんを

お招きしました。 

2017 年 

6 月 3 日（日） 

7 月 21 日（土） 

9 月 15 日(土) 

12 月 1 日（土） 

2018 年 

3 月 30 日(土) 

 

高崎市市民活動センターソシアス 

パルシステム群馬東毛センター 

おひさま飯塚保育園 

パルシステム群馬東毛センター 

 

高崎市総合福祉センター第 1会議室 

2 群馬県内 

のべ 109 人 

土壌測定事業 ATOMTEX 製 AT1320A を用い、法人事務所にお

いて土壌測定を実施しました。 

通年 NPO 法人 Annaka ひだまりマルシェ 1 群馬県内 

のべ 20 人 

   

【これまでの甲状腺エコー検査開催実績】          土壌測定パンフレット         2018 年度検査ハガキ（後半） 

2015 年度 107 人 年間 5 回実施 

2016 年度 369 人 年間 9 回実施 

2017 年度 226 人 年間 7 回実施 

2018 年度 109 人 年間 4 回実施 

累計実施人数 811 人  
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【2018年度報告会について】    

日程  ：2019年 3月 30日（土） 

場所  ：高崎総合福祉センター（会議室 1・体育室） 

開催内容：1部 2018年度甲状腺エコー検査報告会 

     2部 基調講演『つながる、社会へ』 

        講師 杉内清繁さん（南相馬農地再生協議会） 

     番外 ファミリーフォト撮影会 

        フォトグラファー 松本えりかさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

【甲状腺検査の今後：「これからが本番」という思いで】 

2018 年度甲状腺検査報告会倉石教授報告より抜粋 

① いつまで実施するのか 

「電離放射線障害の業務上外に関する検討会」報告書（2016.12） 

潜伏期間に関するまとめ 

・甲状腺がん：特段の記載なし 

・全固形がん：被ばく後 5年から 10 年の間に過剰リスクが明確化 

・最少潜伏期：急性骨髄性白血病 約 2年 

       他のがん 5年から 10年  

⇒最少潜伏期の 2倍の期間の検査実施を目標に 

② 空間線量率と土壌放射能の測定を通して生活環境を知る 

③ 生活者とコミットできる場を持ち続けることの意味 

④ 情報の発信、共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他の事業 ： その他事業は実施しませんでした 
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第 2 号議案：2018年度収支決算報告及び監査報告（2018年 4月 1日から 2019年 3月 31日まで） 別紙参照 
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監査報告 
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第 3 号議案：2019年度事業計画案（2019年 4月 1日 2020年 3月 31日まで） 

１ 実施事業の成果及び実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る事業 

① ファミリーサポートセンター事業 ： 非収益事業（安中市 委託事業） 

【2018年度の課題及びその対策】 

⚫ 事業の周知 

：サポートのみならず、子育て情報を得られる場としての地位を確立する 

⇒フリーペーパーを発展させていく（年間 2回の発行を目指す） 

⇒アプリ開発の足掛かりをつくる 

⚫ 会員の整理・更新の徹底 

⚫ 配慮が必要なサポート相談の増加 

⇒提供会員を組織化し、支援チーム立ち上げの検討段階に入る 

⚫ 子育てサポーター養成講座受講者へのフォローアップ 

⇒読み聞かせチーム等の立ち上げや研修旅行を企画し、活動の場所づくりを行う 

⇒ゆくゆくは独立型の組織とすることを目指す  

 

【ファミリーサポート事業における共通認識】 

虐待が起きる社会 ＝ 社会全体で子どもを育てることができていない社会 

：「あなたの子どもは あなたのこどもではない」（カール・ギブラン）…子どもは大人の所有物ではなく、社会全体において育てるべき存在である 

：社会全体で子どもを育てていこうとする行動を制度に落とし込んだものが「ファミリーサポート事業」である 

 ：社会全体で子どもを育てていくことを対外的にアピールするためのひとつのツールが「子育てサポーター養成講座」である 
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事業名 事業内容 日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

ファミリー 

サポートセンター 

事業 

 

安中市ファミリー・サポート・センター実施要綱 3 条 1 項、2 項 

5 項 

・提供会員及び依頼会員の募集及び登録並びに会員組織の運営 

・相互援助活動の調整、把握 

・関係機関との連絡調整 

通年 NPO 法人 

Annaka ひだまり 

マルシェ 

及び 

会員宅 

2 安中市内 

在住者 

のべ 500 人 

子育てサポーター 

養成講座の開催 

安中市ファミリー・サポート・センター実施要綱 3 条 3 項 

・相互援助活動に関わる講習 

2019 年 

9 月 19 日（木） 

10 月 7 日（月） 

10 月 21 日（月） 

11 月 7 日（木） 

 

 

安中市文化 

センター 

 

 

3 

安中市内 

在住者 

のべ 160 名 

子育てサポーター 

スキルアップ講習会等 

年間 2 回程度 修了者 

のべ 40 名 

会員交流会 安中市ファミリー・サポート・センター実施要綱 3 条 4 項 

・事業についての周知の場所としての開催 

・会員間相互交流の場の提供 

2020 年 

2 月 5 日（水） 

NPO 法人 

Annaka ひだまり

マルシェ 

3 安中市内外 

100 名 

子どもイベントの 

実施 

安中市ファミリー・サポート・センター実施要綱 6 項 

・広報に関すること 

安中市ファミリー・サポート・センター実施要綱 3 条 4 項 

・事業についての周知の場所としての開催 

・会員間相互交流の場の提供 

2019 年 

GW：4/30・5/2 

夏休み絵画教室 8/7 

絵本イベント 8/21 

 

安中市内 

3 主に安中市 

のべ 100 人 

フリーペーパーの 

制作 

安中市ファミリー・サポート・センター実施要綱 6 項 

・広報に関すること 

年間 2 回発行 ― 1 主に安中市内 

各回 6,000 部 
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② コミュニティ事業 ： 収益事業 

【2019年度の課題及びその対策】 

2018年度の課題未達成であった『売上増を達成するため』更には『求められている顧客ニーズに近づける』ためにメニュー内容を再考します。また、

学校の長期休み時の昼食用意に悩む保護者の声を受け、それに応えられるように『お弁当』や『おかずセット』をメニューカレンダーに記載することや、

店頭用ポスターの作成・掲示を行い、周知拡大を目指します。ランチメニューはこれまで同様日替わりとしますが、顧客満足に繋がると予測していたド

リンク付きは当店の顧客ニーズとは乖離があったため、2019年度より中止します。飽食の時代にありながら一方では栄養不足も心配されるというアンバ

ランスな食の現状の中で、より栄養価を重視したランチメニュー作りに努めます。また、今後のカフェを通じた活動は『居場所作り』『困ったときに気

軽に立ち寄れる場所』＋『食を通しての社会貢献』を目指して活動する時期と考えます。具体的には、これまで同様のカフェ営業・市民活動支援に加え、

食に関するワークショップの計画・開催をしていきたいと思います。さらにその先には、各事業と連携し『食』を通してひだまりマルシェの『食べるこ

とは生きること』を具体的な活動に変えて、関わる皆さまとともに社会問題について考えるきっかけにしていくことを目指します。 (上原)                                          

事業名 事業内容 日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

カフェ ランチタイムの営業及びシェアカフェ時にランチ・

ドリンク・デザーなどを販売。 

月・火・木・金(祝除)及び 

シェアカフェ予約日 

NPO 法人 Annaka ひだまり

マルシェ 

2 安中市内及び近

隣市町村在住者 

イベント 

出店 

広報活動も兼ね、開催意義に賛同するイベント等へ

の出店を行う。 

年間 2 回程度 安中市及び 

近隣市町村 

2 安中市及び近隣

市町村在住者 

市民活動支援 ・市民活動支援事業 

 …市民活動拠点として、カフェスペースのシェア

や講習会の開催などを行う 

通年  

 

NPO 法人 Annaka ひだまり

マルシェ 

1 主に安中市及び

近隣市町村在住

者 

委託販売 手作り雑貨や地産地消商品の委託販売を実施する。 通年 1 安中市及び近隣

市町村在住者 

オリジナル 

商品開発 

オリジナルドリップコーヒーの制作・販売 通年 2 特に設定せず 

ひだまり Lab. 暮らしの周りにある社会問題を共有する場の提供 年間 2 回程度 1 特に設定せず 
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【コミュニティ事業における共通認識】 

2019年度のコミュニティ事業のキーワードは「協働」。 

「協働」の先にある私たちの暮らしは、きっと今よりも心地よい。そんな希望をもって、一年間事業に邁進していきます。 

 私たちは、今よりも居心地のよい暮らしを求めて、いろいろなみなさんと一緒に毎日を積み重ねていきます。 

 

市民参加の梯子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカバリーカレッジあんなか 2019 

あんなか兄弟会ケセラセラが主催で、2019 年度より始動。 

リカバリーカレッジは、国民のメンタルヘルス向上を図る取り組みとしてイギリスで始まりまし

た。 

疾患をもつ方やその支え手が、様々な生活のしづらさなどと向き合いながら、地域で豊かに暮ら

すために必要な知識を互いにまなびあえる場所として広がりを見せています。 

ここでは疾患のあるなしにかかわらず皆が同じ「学生」というアイデンティティで守られます。 

まさにリカバリーカレッジは、いろいろな立場の方が集い、ともに作り上げていく「協働」の場

所です。 

http://kotonohabox.up.n.seesaa.net/kotonohabox/image/ansutain.JPG?d=a0
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【オリジナル商品開発とその活用方法について】 

 コーヒーのドリップバックを作りたいと考えています 

⚫ 製作：トンビコーヒー …現在カフェで提供中のコーヒー豆の仕入れを行っているお店 

⚫ 製作ロット：1000パック（費用 ：1パック 108円 …販売価格：160円を予定） 

⚫ 販売形態 ：店頭販売 

      ギフト商品としての提案（ネットショップ販売も検討・お歳暮や母の日など） 

      クラウドファンディングの返礼品として                     トンビコーヒーさんのドリップコーヒー 

 

 クラウドファンディングを実施したいと考えています 

⚫ 目的：会員を増やすこと・私たちの活動を知っていただくこと（認定 NPO法人への足掛かりとする） 

⚫ メニュー：1,000円…ドリップコーヒー2パック 

     1,000円…返礼品なし 

       2,000円…ドリップコーヒー5パック 

       2,000円…返礼品なし 

       5,000円…コーヒー豆 100g＋ドリップコーヒー7パック 

       5,000円…返礼品なし 

       10,000円…コーヒー豆 200g＋ドリップコーヒー15パック 

       10,000円…返礼品なし 

⚫ 目標額：1,000円×10件 

    2,000円×40件 

    5,000円×6件                               ひだまりマルシェ創設時実施したクラウドファンディング 

10,000円×3件         総件数 59件・総額 150,000円 

⚫ クラウドファンディング手数料：12％（Ready for）＝18,000円 

返礼品代：57,000円           手元残額 75,000円 

http://tonbi-coffee.shop-pro.jp/?pid=116423588
https://readyfor.jp/
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③ 3.11事業 ： 非収益事業（助成元：パルシステム連合） 

 

【2019年度の課題及びその対策】 

⚫ 継続受検する流れを作れなかったこと 

：甲状腺検査のパンフレットを作成し、継続受検の必要性について訴えていきます 

⚫ 検査場所が高崎市と太田市の 2市のみとなってしまった 

：事務所所在地である安中市の開催を必須とし、4市での開催を目標とします 

⚫ 検査回数が年間 4回と少なかったこと 

：年間 5回の検査実施を目標とします 

⚫ 継続受検者のデータを一元的な管理が未徹底となったこと 

：salesforceでの一元管理のシステムの運用を目指します 

⚫ 3.11から 8年が経ち、そもそも甲状腺検査についての認知度が低下している中で、 

検査の開催方法の再考が必要であること 

：子ども関連イベントとの抱き合わせでの開催を試験的に実施します  

⚫ 関東圏で甲状腺検査を実施する団体とのつながりを強化する必要性 

：2019年度報告会等を活用し、情報共有の場を作ります 

⚫ 継続運営のための新たな財源確保の必要性 

：事業理念を広く共有できるツールを整備し法人会員増加を目指します 

                                                     2019年度チラシ 

 

【3.11事業における共通認識】 

⚫ 法人設立のきっかけとなった 3.11 を問い続ける、という法人理念を具現化している事業であり、そのアドボカシー的な事業内容は法人の存在意

義を再認識する役割をもちます 

⚫ 社会課題に市民が専門職と協働して取り組むという形を提示します 
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名 事業内容 日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

甲状腺エコー検査 

事業 

子どもたちの暮らす環境中にあるリスクを

過小評価せず、その健康に注視し続けていく

ために実施します。また、年度末には集積し

たデータを広く一般と共有する報告会を開

催します。 

2019 年 

5 月 19 日（日） 

 

6 月 22 日（土） 

 

8 月 4 日（日） 

 

9 月 7 日 （土） 

 

12 月 7 日（土） 

 

2020 年 

3 月 28 日(土) 

 

パルシステム高崎センター（高崎市） 

イベント：多肉寄せ植えワークショップ 

おひさま飯塚保育園（高崎市） 

 イベント：おもちゃの広場開催 

松井田文化会館（安中市） 

 イベント：子ども科学教室 

パルシステム東毛センター（太田市） 

 イベント：おもちゃの広場開催 

沼田市内での開催を調整中 

 イベント：未定 

 

報告会：場所未定 

 内容：甲状腺検査実施団体意見交換会 

4 のべ 200 人 

群馬県内居住者 

土壌測定事業 子どもたちの暮らす環境中にあるリスクを

過小評価しないために、現況について調査す

る土壌測定事業を実施します。 

通年 NPO 法人 Annaka ひだまりマルシェ 1 のべ 30 検体 

情報発信・相談業務 子どもたちの健康に関する情報発信を実施

し、各種相談にも丁寧に対応していきます。 

通年 ― 1 特に指定せず 
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第 4 号議案：2019年度社員・役員（案）について 

       【2019年度社員(案)】                         【2019年度役員(案)】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名 

１ 神戸るみ 

２ 上原雅代 

３ 齋木亜弓 

４ 佐藤美保 

５ 勝見朱子 

６ 真庭智子 

７ 増田守男 

８ 山田秀一 

９ 星野由紀 

１０ 黒岩勢津子 

 氏   名 役職 報酬 

１ 神戸るみ 理事 無 

２ 佐藤美保 理事 無 

３ 真庭智子 理事 無 

４ 勝見朱子 理事 無 

５ 増田守男 監事 無 
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第 5 号議案：2019年度収支予算案（2019年 4 月 1日から 2020 年 3 月 31日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理部門 
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その他 

【財源の確保について】 

2018年度財源割合 

⚫ 委託費に頼った財源確保 

⚫ 会費収入が少ない 

⚫ 事業収益ののびしろを広げる                                                  

                                                    

2020年度目標財源割合】                                

⚫ 事業収益の安定化 

⚫ 会費収入の安定化（166人/3000円） 

⚫ 寄付金収入の安定化（30万円/年） 

 

 

  

68%

15%

14% 3%

2018年財源割合 予算規模

（6,907,994円）

委託費 助成金 事業収益 会費

60%

4%

25%

11%

2020年度目標財源割合 予算総

額（9,315,000円）

委託費 助成金 事業収益 会費


